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0】)Mの使用法　一科学技術論文作成者のために-

O DMの使用法

一科学技術論文作成者のために一

江口　三代-*

1.はじめに

日本語情報システムJ E Fで科学技術論文を作成する場合,文書中の数式や記号が表現しにくく.

添字は取り扱うことができなかったが,　図版組込み　および南,国宗氏らの開発した　ユーザー定

義文字[1]　によってある程度可能になった.その後,九州大学大型計算機センターで従来のJE

Fが拡張されたODMが使用可能となり. ATFの数式・英文テキストを行の途中や行間に組込むこ

とができるようになった.しかしながら,このような故能はマニュアル[2]や解説[3]にもあま

り詳しく説明されておらず,さらにATFの数式表現の知識[4] - [5]を必要とするため,誰で

もすぐ使いこなせるわけではない.そこでここでは, ODMで文章を作成する時に文章中に数式・英

文を記述する方法を中心に解説する.本解説は, ATFの知識はさほど必要ではないが, ODMをあ

る程度使用したことがある利用者を対象に書かれている. ATFの利用者にとっても参考になろう.

2.入力および印刷例

2. 1行内紅分空白に数式および英文を組込む例

【印刷例】

積分は尋Q(t)dt,和は∑:ニー;i*Jと文中に書ける.'(上付添字, ・英文も
ATF statement　と印刷される.

【編集モードでのテキスト】
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T_0&) ?f (t) d t)闘ES劉

S艶1@NP ( SIGMA ( i-l;j ELEMEN
T J; ;n))闘ES垂』

0000.006.000　と文中に書ける
0000.007.000闘SS劉@NP (" 1) &)闘ES劉
0000.008.000 (上付添字).英文も
0000.009.000嗣SS鋤@BT (ATF)　s t a t emen t嗣ES劉
0000.010.000　と印刷される.

昭和60年9月24日受理

*　九州大学情報処理教育センター

本稿はODMによる出力を写真版にしたものである(付録を除く).

-507- 九州大学大型計算機センター広報
Vol. 18　No.6 1985



解　　　　説

注①　嗣SS垂』などは　@ss@　などと入力すればよく.英文字は,無変換指定　/・・・/　で入

力する.英小文字は　♯指定　や　S/-・/　で入力したり.英大文字で入力した後　「Ⅴコマ

ンド　で　大・-小変換　を行ってもよい.

注②　行内部分空自には,行列.逆行列,転置行列,行形孟,場合分け,分数(OVER)は指定で

きない(これはATFの制輝事項である).

注③　文書内のATFの英字は字体指定がない場合ローマン体で印字される.数式内はイタリック体

で印字される. @BT　は太字指定である.

注④　積分の上限のTの文字が切れて印刷されているが,これは行間が足りないためである_　この場

合は　臣日　または6LPIにしなければならない_

注⑤　工NF王NエTY,工NTEGRALC, S工GMA(, ELEMENT　などは,特殊記号に対応するた

め,前後にスペースが必要である.

注⑥　ギリシャ文字は「?英字」,または「@GR英字」で表わす(付録9参照).

2.2内部空自による行間へ数式を組込む例

【印刷例】

行列やベクトルは

-rauaizl.a-r

L。21CI22JL宝]

のように書ける.分数の分数も

〟=
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のように書くことができる.

【編集モードでのテキスト】
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1013.000のように書くことができる.
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0】)Mの使用法　一科学技術論文作成者のために-

注①　0000.010.000行の　/(A. 1)/¥/¥5/20　で(A. 1)は式番号, 1は改行数, 1

5は開始桁位置, 2 0は数式を清書する領域の出力桁数である. 0000. 003. 000行では出力桁数を

省略しているので確保された空自の幅いっぱいに展開される. ATFではこの幅を　@CW　の

指定とみなしている. 1桁は1/10　または1/12　インチ刻みでSINITコマンド

によるパネルで文字ピッチを指定できる(4.3節参照).

注②　闘NR別　が数式・英文の区切り記号である(5.4節参照).

注③　0000.005.000行はサンセリフ体の指定　@ST　を用いている.

注④　0000. 002.000行では空自を5行とるように指定しているがATFのイメージが指定行数以上に

なった場合自動的に行数を拡張してくれる.従って空自の行数にはあまり気を使わなくてもよい

(5.2節参照).

注⑤　].Oil.000行において分数の分数は, @S数式@E OVER　@S数式@E　のような入

力形式では指定できない. 4. 1節の「特殊記号の使用上の注意」を参照されたい.

注⑥　ここでは説明のため　0000.010.000　と表現しているが, CHANGEコマンドなどにおいて

参照番号は完全に指定する必要はない.例えば0000.010.000は10.と省略できる.

注⑦　MATR王X(, OVERC, HAT　などは,特殊記号に対応するため,前後にスペースが必要で

ある.

3.入力方法

数式・英文を空自内に入力する方法には.清書モードでコマンドによる方法と編集モードで制御コ

ード付で入力する方法がある.しかしながら.修正は編集モードでのみ可能であるため,ここでは編

集モードでの入力方法を述べる.参考までに清書モードのコマンドを並べておく.詳細は参考文献

L3] 329-332ページやマニュアル[2]を参圃されたい.

(丑　rSS (Sectional Skip)

②　rSI　(Science text Insert)

③　rSA (Skip Add)

④　rSM (Skip Modify)

3. 1スペース置換文字と空白置換文字の設定

数式・英文は空自中に展開されるため,通常の端末(大型センタ-2階の日本語端末)では,清書

モードにおいて何も表示されない.そこで,その場所に空自があるのか,スペースがあるのかを判別

するために置換文字の設定ができる.文書作成や更新で文書が表示される直前のパネル(印刷条件パ

ネル)で指定する.ただし空自とは,文書以外の　数式.英文.図版およびイメージを取り込むため

の債域であり,スペースはスペースキーで入力する通常の意味でのスペースである.
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解　　　　説

(例)　下線が入力した部分

一　　　　一く　印刷条件　>一一一-一一

割付開始ページ番号., "V
注釈印刷
割付日付
割付時刻
スペース置換文字
空白置換文字
グラフ
イメージ
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3.2　入力のためのレコ-ドの確保

ODMではrR～rR(Replace), rRS(Replace Single), rI A(Insert After), r I B(Inse

rt Before)の各コマンドにオペランドとしてテキストが指定できる.これらの機能をうまぐ用いれ

ば,一皮に数行の文書を入力できる.そのためにはまずレコードを新しく確保しておかなければなら

ない.ここではその方法について述べる.

(1)　EDITコマンドを入力して編集モ-ドにする.

(2) INPUTコマンドによりスペースを1個含むレコードを作成する.

文書名　　　　　　　0001ベージ

コマンド--'⊥　　編集モ_ド琵=3訟Eg
参照番号　　　　　　　　一一一一1 0-　　---トー
3:*ネ　文書の終り　***

#　　ENTER

」　ENTERを2回続けて押す.

文書名　　　　　　　　　　　　　　0001ページ
コマンド->　　　　　　　　　　　　墳　-> HALF

編集モード　縦　⇒HALF
参照番号　　　　　　　　　一一1 0--+-
0000. 001. 000
nmsm園田周　EH3

九州大学大型計算機センタ-広報
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I NPUTコマンドを入力する.

スペースキーを2回押してスペ

ースを1個入力する.

0000. 001. 000行にスペースが1

個入力された.



ODMの使用法　一科学技術論文作成者のために-

(3)  (2)をあと2回繰返す. 1個のスペースを持つ3レコードが確保された状態になる.

(4) -C-CrAコマンドによってレコードを増やす.

文書名
コマンド==〉

参照番号　　　　　l--
0000.001.000 rC
OOOO.002.000 rC
0000.003.000 rA
*米*　文書の終り　3:*害

0001ページ
模　->HALF

編集モード　縦　->HALF

る.

rCrC　に対し　rB　や

rA　は一度に複数個指定でき

る.一度に数十レコード以上確

保した方が後の作業が容易であ

(5)　以後(4)のようにrCrCとIAコマンドでスペースが1個だけのレコードを確保する.

3.3　rRS(Replace Single)コマンドによる入力

前節の方法でレコードに1つずつあるスペースを　rRSコマンド　で置き換えるという方法でテ

キストを入力する.ここでは2. 1節の行内部分空自による文中-の入力方法について述べる.

(1)　国の入力

(2) 「積分は」の入力

-511-

ai_N=2a　が　田　の入力

形式である.
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解　　　　説

(3)　嗣SS魁]@NP (I　　の入力

文書名
コマンド->

参照番号　---　　+
0000. 001. 000皿
0000. 002. 000墳分は

0001ページ
-> HALP

編集モード　綻　==>HALF
-10一　　　十一

0000.003.000 rrs assa/aNPく工=・ ・以下入力
3. 004._000

0000. 005. 000

0000. 006. 000

0000. 007. 000

工NTEGRAL　と　工NF工N

工TY　などの特殊記号を指定

する場合.その前後に必ずスペ

ースを入れること.

無変換指定の/-/をつけ

忘れないこと.

(4)　以下同様に入力する(上の3行を一度に入力することも可能である).

注①　嗣～鋤　は　@～@　の対を入力すると自動的に変換される. 「@」そのものが必要な場合は

無変換指定で　/㊨/　と入力するか,または　@@　と2個続けて入力する.英小文字は

♯指定,寒小文字指定　s/-/　で入力したり,すべて大文字入力後「Ⅴコマンド　で

大・-小変換　を行ってもよい.

注②　rR～rR, rRS, rIB, rIA　に続いて書くテキストは2行以上にまたがってもよく,

2行以上になる場合,単語の途中で折れ曲がってもそのまま入力する.入力ミスでローマ字が日

本語に対応しない場合は　r変換対象文字列不当」　というメッセージが右上に表示されるが入

力テキストが2行以上にまたがっているとき,そのミスのある行を訂正し,かつ他のすべての行

も少なくとも1文字は同一文字などを入力しなけれは　変換対象文字とならないので注意する必

要がある.

注③　テキストの修正は　rR～rR, rRS. rIB, rIA　などのコマンドやINSTキT,

DELTキー　を用いて編集モ　ドにおいて行う.

4.数式表現の使用上の注意

空自中に数式・英文を記述するために必要な情報を付録1から9に載せているので,各細目はそれ

らを参考にするとよい. 4. 1鯨で述べることはATFの機能の制限事項であり当然ATFを使用する

場合にもあてはまる.

4.1特殊記号(付録3)の使用上の注意

付録3に示しているような稜分,行列や分数などには2通りの入力形式がある.入力形式1は付録

3の表中の上段の方法であり,オペランドを: (コロン)　で区切る方法・(分数　OVER　を除

九州大学大型計算機センター広報
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ODMの使用法　一科学技術論文作成者のために-

く) ,入力形式2は表中の下段の方法であり,オペランドを括弧で囲み; (セミコロン)　で区切

る方法である.下記の(組　より入力形式2を用いた方が表現できる数式が多いので.なるべく入

力形式2を用いた方がよい.

①　行列.逆行列,転置行列,行列式,場合分け,組合せ,分数(OVER)は行内部分空自には指

定できない.

②　特殊形式の数式を表わすキーワードの両端は必ず1桁の空自を入れる.

(例)　入力形式1

入力形式2

I-　INTEGRAL　:-1

1-　INTEGRAL ( -1-・

③　入力形式1 (分数OVERを除く)のオペランドには.行列,逆行蝣H　転置行n.行列式,場合

分け,組合せを除く,入力形式2の特殊形式を指定できる.

入力形式2のオペランドには行列,逆行列,転置行列,行列式,場合分け,組合せを除く.入力

形式1および入力形式2の特殊形式を指定できる. I

(注)したがって入力形式2を用いるならば行列の中に分数を書いたり,分数の分数を表わしたりす

ることができる.

④　添字および添字の大きさで清書される特殊形式は,根号,入力形式2の分数(OVER)　およ

び　添字の大きさで出力される分数(SOVER)　のみ指定できる.

(荏)たとえは添字や積分の上下限として.分数や根号を用いることがで書る.

6)指定したものが　添字の添字　になる場合,および　添字の添字の大きさ　で清書される場合は.

特殊形式の指定はできない.

⑥　字体を省略した場合,数式中では英数字はイタリック体,付録8の関数名は,英小文字ローマン

体で清書される.英文中では,ローマン体で清書される.字体の指定は付録8を参照されたい.た

だしギリシャ文字に字体の指定はできない.

4.2　印刷時の制限とエラーメッセージ

(1)　イメージサイズの制限

ODMでは数式・英文はイメージとして展開される.ところがNLPの制限でイメージサイズが

1 28KBしかなく,さらに現在のところイメージデータの圧縮が行われていない.したがって, L

P用紙1枚内のATFの出力の面積が大きいと「イメージサイズオーバーフロー」を起こして,完全

な形では印刷されない. 1 2 8KBの制限では,この広報の半ページはどの英文(場合によって若干

差がある)や,印刷時の大きさが3 × 5cm程度になる行列が3個位しか印刷することができない.も

し利用者がイメージサイズオーバーフローを起こしたならば.

(a)改段改ページをするか,行数を短くしたり1段組1ページ形式にしたりしてLP用紙1枚に展開

されるATFのイメージの量を減らす.

-513- 九州大学大3"計算機センター広報

Vol.18　No.6 1985



解　　　ふ　説

(城　行列など面積が大きいものは図版を用いる.

という回避策を講じる以外にいまのところ方法がない.

(2)　エラーメッセージ　について

各エラーメッセージは現在のところ, ODMのメニューの中のオンラインによる印刷の場合はどこ

にも出力されない.バッチジョブによる印刷か　XFORMコマンド[6]を用いればよい.よくあ

らわれるエラーメッセージは

(D KEYJ6073-W　王MAGE SIZE OVERFLOWEDく128K) (L行数, Pページ)

②　KEYJ6177-W INVALID NUMER工C EXPRESS工ON　くL行数. Pページ)

KEYJ6179-W TH工S　工MAGE NEEDS MORE LINES (L行数, Pページ)

④　KEYJ6181-W THIS IMAGE NEEDS MORE W王DTH (L行数, Pページ)

がある. (丑は前述したェラーであり, ②はATFの数式記述が間違っていることを示す. ②のエラー

が何度もでる場合はODMを路了して, ATFそのもののテキストをつくってATF単独で試してみ

ることをおすすめする. ③は2. 1節の積分の上限のTを印刷するときに起こっている. @のエラーは

印刷上なにも差し支えがないようである.

(3)印刷に要する時間について

数式・英文を含むページをNL Pに印刷するときはそのイメージを転送するため, LP用紙1枚に

つき0-3 0秒はど時間を要する.従って, 2 0ページの文書を印刷すると,場合によっては1 0分

間位かかることがある.

4.3　SINITコマンドについて

呈上N I Tコマンドは数式・英文処理の環境を設定するコマンドである.このコマンドを2行目のコ

マンド入力行に入力すると,パターンファイル名,文字ピッチ.大文字・小文字の取り扱いが指定で

きるメニューが現われる.

一一一一<　数式・英文処理環境設定　>一一-

パターンファイル名
ノヾスワード

文字ピッチ　　　V
英文字の扱い　こ->

実行する場合はENTERキ-,

=->　-pPl.ATF.PATLIBI
E^^^n

(lrlOCPI　2:12CPI)

(1:ASIS　2:CAPS)

中断する場合はENDキーを押してください.

通常はすでに省略値が設定されているのでそのままENTERキーを押すだけでよい.この操作は

文書ごとに1回は行う必要がある.この操作を行わないで印刷すると数式・英文は印刷されず空自の

ままとなってしまう.数式・英文環境設定が済むと空白中の数式・英文はATFによって処理され

清書モードにおいてその幅や位置および行数を空自置換文字によって知ることができる.特に数式が
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ODMの使用法　一科学技術論文作成者のため些-

槙幅に入らず自動的に改行されて自分が指定した空白行教を超えて展開される場合,その行数を数え

ることによって印刷しなくともある程度の情報を得ることができる.

英小文字の扱いの指定は付録8, 9に関係する. CAP S指定は本来ATFを英小文字靖夫以外の

端末で使用する場合に,大文字・小文字を特殊記号によって区別するためのものである. ODMでは

英小文字が使用できるのでAS I S指定でよい.従って.付録8および9では「入力方法(AS I

S) 」の牌を見ればよい.

5.書式制御文字について

数式・英文用の制御文字　嗣SS劉～嗣ES乱　闘SK-一　別～闘SE垂乱　闘NR到I　などについ

て説明する.

5.1行内部分空自

(1)入力形式

@ss@数式・英文テキスト@ES@

(2)規則

数式・英文テキストで定義される数式・英文の大きさに応じて行中に空白を確保する.ただし行内

部分空白は2行に分割されることはなくその場合,次行の先頭から確保される　rtr内に収まらない

場合には超えた分が無視される.

5. 2　内部空自および段改段末空自

日)入力形式

@SK- [D]空自行数[TIBIA]

[, [空白文字数[上IR]], [[図版名Iイメージ名〕 [, [I IS]]]]

[数式・英文テキスト(S指定時) I図版見出しテキスト(図版組込時) ]

@SE@

(2)規則

(a) D　空白を2段抜きで確保することを示す.

[T I B I A] :空白種別を示す. T(top) :段またはページの先頚に空自を確保する. B

(bottom) :段またはページの末尾に空白を確保する. A(any) :段またはページの先頭ある

いは末尾に空白を確保する.

(C)空自行数:空自の行数を示す.行送りは基本行送り(注⑤)で確保される.省略すると1行

分の空白, 0を指定すると本文指定行数分が確保される.
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解　　　　説

(d)空自文字数・・空自の槙方向の大きさを示す.文字数は基本文字サイズ(注⑤)で算出する.

省略または0を指定すると1段分　または(a)の　D指定時　は2段分の横幅の空白が確

保される.

(e) [上I R]空白を確保する方向を示す. L :左揃えで空自が確保される　R :右揃えで空

自が確保される.省略時は　L　の指定となる.

(f) [図版名lイメージ名]空自に出力する図版名またはイメージ名を示す.図版名は図版デ

ータセットのメンバ名である.

[I IS]メディア種別を示す. I:イメ-ジ用の空自,　S:数式・英文用空自であ

る.省略時は図版用の空自であることを示す.

注(9　イメ-ジとはELF (電子フアイT)ングシステム) [9]によって作成されたものをいう.

注②　数式・英文指示のとき.空自行数は展開されるATFの数式・英文の大きさに応じて確保

される.ただし.指定した行数の方が大きい場合は指定した行数分の空自が確保される.従

って,数式・英文を組込むときは行数はさほど気にしなくてよい.

注③　イメージ指示のとき空自の横幅,行数は取り込むイメージの大きさに応じて確保される.

ただし指示した横幅.行数の方が大きい場合は指示した分だけ確保される.

注④　図版は図版の左上を基準に組込まれ,指示した横幅,行数より大きい場合はみ出した部分

は無視され出力されない.また,現在のところ　LP Iの行間隔でのみまともに出力され

6 L P Iでは図形がちぎれた形で印刷される_

注⑤　空自の行数や横幅の文字数の基本単位は各々　「ページ形式」　パネルで指定される行間

隔(6LPI,. 8LPI)および文字の大きさ(9ポ, 12ポ, 7ポ)であり,実際のテキ

スト中で指定する　囲　団　園　や　四　囲　図　とは無関係である.特に@PR--@で

指定する値もこの基本文字サイズに従うので注意が必要である.

注⑥　部分空自の槙には表や部分空白は割り付けられない.

注⑦　段末空自と図版見出しテキストを用いれば容易に脚注が書ける(本稿1ページ目参照)

具体的な例は6節を参照されたい.

5.3　ATFの中で有効な書式制御(付録2)

(1)圃NR墨』について

ATFでは　英文と数式や数式の式番号と数式データ　の区切りを行(レコード)を改めること

によって行っている.ところがODMの文書テキストはレコ-ドという区切りを全く意識してい

ない.例えば, 2節の【編集モードでのテキスト】において1 0レコード以上にわたって記述し

ている内容を-筆書きのように1レコードに目一杯いれてもあるいはどこでレコードを改めよう

と何ら差し支えはない.このとき2.2筋の10.0行目の　嗣NR鋤　がないならばATFはそこで
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ODMの使用法　一科学技術論文作成者のために-

ATFのテキストが改行されているとはみなさず,残りのテキストを無視してしまう.

闘NR別　はATFのテキストのレコードを改める働きをする.英文と数式を混在させて書き

たい場合. ATFのテキストで行を改める代わりに　耐NR別　を用いることになる.

(2)その他

パラグラフ制御　岡PR-n, n到J　と　改行<　を数式・英文テキストの中でも用いること

ができるので容易に段付けが可能である.付録1, 2を併用して目的に応じて使い分けるとよい.

6.図版について

図版はJEF [7]で作成したものと互換性があり,現在のところ　図版切り出しコマンド　NZ

EDIT [8]　を利用できる.その場合図版抽出のための制御文(SEL文)は[7] 432ペー

ジより

/　SEL N-図版名

[. PAGE-ページ番号]

[. x- (シフト文字数,図版文字数) 】

L Y- (シフト行数,図版行数) ]

[. p-[且112]]

[. LIST-[ヱ且且t NO】]

である.

同一図版名がすでに存在する場合. ODMで提供されている図版切り出しユーティT)ティー　KE

YLZEDT [2]　にはSEL文にREP(replace)かNOREP(noreplace)の指定ができるよ

うになっているが. NZEDITコマンドでは常に置き換える(ただし, I)ターンコード20で終わ

る).

d-n-rij^　申　　　ョM9^E　　‖　　垣　間　rax旧NqT G

例ョ　ATFのテキストEQ.ATFCEQ6)の内容を図版として取り込む

9ポの文字単位で,すなわち8LPIで, 1ページ目の. 1文字目(シフト文字数-0)から45

文字分(Ⅹ方向) , 2行目(シフト行数-1)から8行分(Y方向)を　EQ6　という図版名で切り

出す.

READY

AT AT Fを起動する.

****　　ATF　　　く　VIO/L20 )

READY
10/ll/85　18:02:58　　****

NL□　F EQ 。　く　Q6>>　TOCSE。 Hロ　TEXTCEQ6)) TS　　　□□
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解　　　　説

・ ・　ATFのNLPコマンドによって清書済みデータセットを作成する.

EQ.ATF CEQ6)は日本語靖夫で作成したためCAP S指定をしている.

NLP START
PAGE 0001
READY

OUTPUT

H[ TEXTCEQ6) ZUHAN SC*)NZEDIT SEI

・ ・ ・センター作成コマンドNZEDITによって図版切り出しを行う.

ここではS E L文を靖夫から入力する.

***　NZED工T S`TART　***

ENTER A LINEC/ SEL), AND IF YOU HAVE FINISHED THE
INPUT,　ENTER /*　FINALLY.

/　　L N=EQ6,PAGE=lrX=(0,45),Y=　　′8)

∠旦　・ ・ ・データの終わりを示す記号を入力する.

***　　NORMAL END
READY

EZZ3

S E L文を入力する.

FREE F(NLPLIST) ・ ・ ・モニタ-[)ストがNLPに出力されるので切り出し位置を確認する.

上述の方法で切り出した図版をO DMの文書中に取り込むための指定は

嗣SK-8‥　EQ6剖1

嗣SE劉

となる.

【艶込み例】

G(s) =

K¥

1 +TS

Kz (¥+Tds)

(1+7,5) 0+725) 十苧〕

例②　P S Pで作成した図形を図版として組込む

READY

ALLOC FCFT16FOOl)　DA(PSP)　NEW CA T SPCIO 10)

(6)

・ ・ ・扱番をデータセットPSPに割り当てる.
READY

RUN SIN.FORT77CSIN)　　　プログラムの実行

FORTRAN　77　COMP工LER ENTERED
END OF COMP工LAT工ON

END OF GO′SEVER工TY CODE=OO

READY
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Vol. 18　No.6 1985

-518-



ODMの使用法　一科学技術論文作成者のために-

NPLOT PSP S(*) ZくZHN工MG) ・ ・センター作成コマンドNPLOTにより図版イメ
ージデータセットを作成する.

*　END)′　AND　工F YOU HAVE

***　NPLOT START　***
ENTER　3　L工NESC*　XY′　*　ST′

F工N工SHED THE　工NPUT′　ENTER　/ * FINALLY.

*　XY D=L′L=12　　　　XYカードで左倒し,線の太さ2を指定する.

旦　END　詛　・　・ENDカードを入力する.

と旦・ ・ ・データの終わりを示す記号を入力する.

***　　NPLOT NORMAL END　　***
READY

NZED工T ZHN工MG ZUH;　　く*O NEW

・ ・ ・センター作成コマンドNZEDITによって図版切り出しを行う.

ここではS E L文を端末から入力する.

***　N2ED工T START　***

ENTER A L工NEく/ SEL)′　AND　工F YOU HAVE F工N工SHED THE

王NPUT′　ENTER　/*　F工NALLY.

0)　　　　　S E L文を入力する.SEL N=SIN′PAGE=1′×=(1′

∠旦　・ ・ ・データの終わりを示す記号を入力する.

***　　NORMAL END　　***
READY

FREE F(NLPLIST)・・・モニターT)ストがNLPに出力されるので切り出し位置を確認する.

上述の方法で切り出した図版をO DMの文書中に取り込むための指定は

嗣SK-20. 27R, SIN劉

図1.正弦波の敬形<<

嗣SE劉
【組込み例】

となる.

荏(り　図版は図版の左上を基準

に組込まれ　指示した横幅,

行数より大きい場合はみ出

したれ分は無視され出力さ

れない.また,現在のとこ

ろ8LP Iの行間隔でのみ

まともに出力され, 6LP

Iでは図形がちぎれた形で

印刷される.従って切り出

rヽ

><〇
、~一　C⊃

≡d
tn

C)

C⊃

t

'iO. 00　　　120- 00　　240. 00　　360. 00

X DEG)

図1.正弦波の既形

す場合, P-9でなければならず1 2ポの文字は使用できない.
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解　　　　説

7.おわりに

ODMによって文中や行間に数式を挿入できるようになり非常に便利になった.イメージサイズが

1 2 8KBであったり8LP Iで1 2ポの活字を使用できないなどといういくつか不便なところもい

ずれ解決されると思う.最後に,この解説をまとめるにあたり原稿を入力してくださった九州大学情

報処理教育センターの今村容子さん,原稿に目を通してくださった福岡女子大学の国宗真教授,九州

大学情報処理教育センターの藤村直美助教授,および原稿作成にいろいろ御配慮くださった九州大学

大型計算機センター研究開発部の方々,富士通株式会社のS Eの方々に感謝いたします.
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ODMの使用法　-科学技術論文作成者のために-

付録1数式・英文テキスト中で有効なATF命令一覧　　マニュアル[2]より転載
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解　　　　説

付録　2　数式・英文テキスト中で有効なFDMS書式制御一覧　　マニュアル[2]より転載
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ODMの使用法　一科学技術論文作成者のために-

付録　3　特殊形式の数式記号　　マニュアル[4]より転載

出　力　形　式 eJ^^^Ka　　　　玩　　　　腿

数式パラグラフ中
上限値
∑

下限値1
下供値2
文章中

ど1-JV.fr'l

rwmi‥卜…2

数式パラグラフ中
上限値

n
下限値l
下限値2

文葺中

口慧fifil :下限値2

SIGMAー【:下唄値l l:下限値2] [: :上限値] : : :]

SIGMA (ー下限値l 〔;下限値2】 [; ;上限値】)

PIー[:下限値1 [:下限値2】 【: :上限値] : : :]

P I (ー下限値l [;下限値2】 [; ;上関値])

INTEGRALー[:下眼債[:上限値] : : :】

INTEGRAL (ー下限値rL;上限値〕 )

CINTEGRALー[:下限値: : :〕

CINTEGRAL (ー下限値)

1 i m

数　式
LIMITー[:数式: : :コ又はLIM】[:数式: : :]

LIMIT (ー数式)又はLIM C数式)

m a X

数　式
MAXー[:数式: : :]

MAX (ー数式)

F内I BB il

数　式
MINー[:数式: : :]

MIN (ー数式)

S u P

数　式
SUPー【:数式: : :]

SUP (ー数式)

i ∩ ∫

数　式
INFー[:数式: : :J

INF (ー数式)

I ims u p
数　式

LIMSUPー【:数式: : :フ

LIMSUP (^数式)

1 i mi n f
数　式

LIMINFー【:数式: : :〕

LIMINF (ー数式)

MATRIXー　　　　　　ais : :a2, :aォ:an :

MATRIX (^a,, ;a,t ;au ; ;an ;a*l aサ)

IMATRIXーa‖　・ai2　・:a2i　・aォ' '・'蝣

IMATRIX (ーa‖　　　　　　;an)

TMATRIX_aM :a12 :a,,　　alt

TMATRIX (ーa‖　　　　　　　　　　　　;a2J)
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解　　　　説

(荏).添字ゐ大きさの分数である.
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ODMの使用法　一科学技術論文作成者のために-

付録　4　-般数式記号　　マニュアル[4]より転載

也
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0工)Mの使用法　一科学技術論文作硬者のために-
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ODMの使用法　一科学技術論文作成者のために-

*　PLUS-MINUSの"-"は-イフン.以下.入力方法の中に現れるd一一も同じくハイフ
ンである.

* *聖禦.Rt姦崇富AR. U孟吉富曾?干'N=謂i・蝿前の1文字につける. 2文字以上連続させ
る場合. 1文字. 1文字に指定すれは　隣合う上パー,下按は連続する.

****　当該数式記号を指定した直前の1文字の頚につける.
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解　　　　説

付録　5　添字の一般入力方法

マニュアル[4]より転載

(注)L享監豊ま・t・諾宕75遥苫警)bま禦誓して記述

九州大学大型計算機センター広報
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付録　6　添字の添字の入力方法

マニュアル[4]より転載

(注し享慧豊まt't>聖朽(T撃)b圭　札て記述
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ODMの使用法　一科学技術論文作成者のために-

付録　7　関数名の入力方法　　マニュアル[4]より転載

付録　8　字体の指定方法　マニュアル[4]より転載
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解　　　　説

付録　9　ギリシャ文字の入力方法　マニュアル[4]より転載

小　　文　　字

文字
入力方法(AS IS) 入力方法(CAPS)

命令指定 田E3H定

大　　文　　字

入力方法(ASIS 入力方法(CAPS)

命令指定 命令指定

苧
∵
貰
李
㌻
_
三
∴
云
与
.
'
.
 
'
A
,
!
ォ
'
,
主
車
a
,
t
,
 
-
0
.
蝣
蝣
'
・
L
声
・
J
.
.
ォ
3
岬
-

C

　

ォ

　

c

 

r

e

　

1

　

.

.

　

は

　

心

　

-

　

　

　

　

ァ

　

　

　

　

　

i

 

g

 

a

Z

　

　

*

　

」

　

　

　

　

　

　

g

　

　

　

　

　

5

　

"

　

ァ

@GRa

@GRb

@GRg

@GRd

@GRe

@GRz

@GRh

@GRc

@GRl

@GRk

@GR

@GRm

@GRn

@GRx

@GRo

㊥GRp
4

@GR r

@GRs

@GR t

@GRu

@GR f

@GRy

@GRv

㊥GRw

@GRq

㊥GR i

@GRA

ゥGRB

@GRG

@GRD

@GRE

@GRZ

@GRH

@GRC

@GRI

@GRK

@GRL

@GRM

@GRN

@GRX

@GRO

@GRP

@GRR

@GRS

@GRT

@GRU

@GRF

@GRY

@GRV

@GRW

@GRQ

@GRJ

@GRA

@GRB

@GRG

@GRD

@GRE

@GRZ

@GRH

@GRC

@GRI

@GRK

@GRL

@GRM

ゥGRN

@GRX

@GRO

@GRP

@GRR

@GRS

@GRT

@GRU

@GRF

@GRY

@GRV

@GRW

@GRQ

@GRJ

㊥LG (㊤GRA)

@LG (@GRB)

@LG (@GRG)

@LG (@GRD)

@LG (@GRE)

㊥LG (@GRZ)

@LG (@GRH)

@LG (@GRC)

@LG (@GRI)

㊤LG (@GRK)

@LG (@GRL)

@LG (@GRM)

@LG (@GRN)

@LG (@GRX)

@LG (@GRO)

@LG (@GRP)

@LG (@GRR)

㊥LG (@GRS)

@LG (@GRT)

@LG (@GRU)

@LG (㊤GRF)

@LG (@GRY)

@LG (@GRV)

@LG (@GRW)

@LG (@GRQ)

㊤LG (@GRJ)
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